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特集●	 セミナー報告●

発展途上国のFTA� 成長するアフリカ─日本と中国の視点



アジ研　ワールド･トレンド
2007 ･ 12 月号
第 147号●目次

　1　巻頭エッセイ　　急増する FTA の研究課題	 浦田秀次郎

　2　●特集にあたって　発展途上国の FTA交渉─日本とのEPA交渉過程を事例に	 東　茂樹
　4　●ASEAN─アジアにおける FTA網の中核	 東　茂樹
　6　●タイ─官僚主導の交渉から説明責任の重視へ	 東　茂樹
10　●フィリピン─署名するも批准に手間取る日比EPA	 鈴木有理佳
14　●マレーシア─ FTAと自動車政策の転換	 穴沢　眞
18　●インドネシア─競争力強化での自助努力を認識	 桑原　繁
22　●メキシコ─経済界が交渉に大きな影響力	 中畑貴雄
26　●チリ─ FTA交渉過程と業界団体	 北野浩一

特集　　発展途上国の FTA

51　カルチャー・ショック

	 外国人のみた日本　日本人の礼儀正しさ	 アピチャート・サーティッニラマイ

	 日本人のみた外国　衆生を喜ばす行を追って─タイ・バンコク─	 後閑利隆

64　研究所だより

◆表紙写真：市場のＴシャツ売り。タイ・バンコク（写真提供：アマナイメージズ、撮影：Dorian Weber）

◆本誌に掲載されている記事などの内容や意見は、外部原稿を含め、執筆者個人に属し、日本貿易振興機構あるいはアジア経済研究所の公式見解を示すもの
ではありません。

54　アジア各国・地域　経済統計	 図書館資料サービス課

53　ブックシェルフ

	 レファレンスコーナー／グローバリゼーション─アジ研の研究成果から─	 鈴木陽子

38　セミナー報告 成長するアフリカ─日本と中国の視点 武内進一

30　トレンド・リポート グローバル経済の影を正視する─国連薬物犯罪事務所報告書『人身取引─グローバル・パターン』	 山田美和
 カンボジアの土地集約化─格差拡大の要因とその現状	 佐藤奈穂

41　フォト・エッセイ	 マヤの神々─グアテマラ─	 小林グレイ愛子

45　連載／スラウェシ市民通信 第 10 回  廃品回収業者のコミュニティを訪ねて マスディアナ

49　連載／もっとやさしい開発経済学 第 1回  開発経済学でわかること 山形辰史

63　『アジ研ワールド・トレンド』2007 年 1 月～ 12 月記事総目録



アジア経済研究所の刊行物のご案内

＊上記価格は消費税込価格です。
＊ご購入・お問い合わせは、研究支援部出版企画編集課（出版物販売＝ Tel: 043-299-9735  Fax: 043-299-9736
　e-mail：syuppan@ide.go.jp）まで。

情勢分析レポート
№ 6　『アフリカに吹く中国の嵐、アジアの旋風──途上国間競争にさらされる地域産業──』1,575 円
●序　章　　　途上国地域との競争にさらされるアフリカの地域産業………… 吉田栄一・朽木昭文
●第１章　　　アフリカの地域産業をめぐる環境の変化……………………………………… 吉田栄一
●第２章　　　南部アフリカ衣料産業への中国インパクト…………………………………… 西浦昭雄
●第３章　　　国際競争に直面するケニア衣料産業──その影響と企業の対応──……… 福西隆弘
●第４章　　　タンザニアにおける古着輸入の規制とアジア製衣料品の流入急増による流通変革
	 	 ………………………………………………………………………………… 小川さやか
●第５章　　　自動車産業のグローバル・バリューチェーンの変容と南アフリカ自動車産業の課題
	 	 …………………………………………………………………………………… 原　礼有
●第６章　　　中国の対アフリカ消費財貿易…………………………………………………… 丁　　可

№ 7　竹内孝之著『返還後香港政治の 10 年』1,050 円
●序　章	 本書のねらいと構成
●第１章	 「商人治港」と政権運営
●第２章	 選挙制度改革と民主化
●第３章	 中国・香港の経済協力と政府間関係
●第４章	 一国二制度と香港の地位
●終　章	 まとめと将来展望

№ 8　奥田聡著『韓米 FTA ──韓国対外経済政策の新たな展開──』1,050 円
●序　章	 ねらいと構成
●第１章	 WTO から FTA へ──韓国対外経済政策の変化──
●第２章	 韓国 FTA の現況──「同時多発的」FTA 推進の成果と交渉中の FTA ──
●第３章	 韓米 FTA ──新たな時代の幕開け──
●第４章	 韓国 FTA を巡る各界の反応──交渉過程での激しい反対とあいまいな支持──
●第５章	 まとめと将来展望

アジア経済　第 48 巻第 12 号　12 月 14 日発売　1,050 円

●論　文	 1930 年代における「満洲国」の工業──土着資本と日本資本の動向──
	 	 … ……………………………………………………………………………… 風間秀人
●研究ノート	 中国国有企業の経営目的関数の推定… ……………………………………… 橋口善浩
●学界展望	 「現代アジア学」への挑戦── 21 世紀 COE を振り返って──… ……… 毛里和子
●研究機関紹介	 IPEA ──ブラジルの「道筋を指し示す」応用経済研究所──…………… 近田亮平
●書　評	 末廣昭著『ファミリービジネス論──後発工業化の担い手──』………… 佐藤百合
	 佐藤百合・大原盛樹編『アジアの二輪車産業
	 	 ──地場企業の勃興と産業発展ダイナミズム──』……………………… 植田浩史
	 江夏由樹・中見立夫・西村成雄・山本有造編
	 	 『近代中国東北地域史研究の新視角』… …………………………………… 岡部牧夫
	 Tamara Jacka, Rural Women in Urban China: 
	 	 Gender, Migration, and Social Change……………………………… 大橋史恵
	 佐藤幸人著『台湾ハイテク産業の生成と発展』……………………………… 橘川武郎
● 2007 年『アジア経済』総目次（第 48 巻第 1 号〜 12 号）
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原淳・野崎明監訳、日タイセミナー訳『タイ国－近現代
の経済と政治』／原洋之介 （138）2007.3

高橋宗生編著『変動するインドネシア（2001 ～ 2005）』
 ／高橋宗生 （139）2007.4
今井健一・川上桃子編『東アジアの IT機器産業』
 ／川上桃子 （140）2007.5
久保研介編『日本のジェネリック医薬品市場とインド・中
国の製薬産業』／久保研介 （142）2007.7

金立三著・花房征夫訳『韓国経済の奇跡－礎を築いた民間
経済人の熱き思い』／渡辺雄一 （143）2007.8

山本一巳・山形辰史編『国際協力の現場から－開発にたず
さわる若き専門家たち』／山形辰史 （143）2007.8

竹内孝之著『返還後香港政治の 10 年』／竹内孝之
  （144）2007.9
高根務著『マラウイの小農－経済自由化とアフリカ農村』
 ／高根務 （144）2007.9
重冨真一編『グローバル化と途上国の小農』／重冨真一
  （145）2007.10
星野妙子編『ラテンアメリカ新一次産品輸出経済論－構造
と戦略』／星野妙子 （146）2007.11

（レファレンスコーナー）
中国の農業・農村・農民－最近の資料／河田重隆
  （136）2007.1
貧困削減とマイクロファイナンスの役割／菅原房子
  （137）2007.2
躍進するインドを知る／高木敏朗 （138）2007.3
中国の社会保障改革／伊藤えりか （139）2007.4
住居・住宅・住まい－アジア／横瀬美保
  （140）2007.5
デジタル・アーカイブス「『日本の経験』を伝える」公開
にあたって／村井友子 （141）2007.6

図書館とウェブで探すカメルーン資料／岸真由美
  （142）2007.7
南アジアの輝ける島－スリランカに暮らす人々を知る
 ／坂井華奈子 （143）2007.8
韓国の大統領選挙／二階宏之 （144）2007.9
マレーシアの情報化政策－ MSCを中心に／青柳英治
  （145）2007.10

アジア動向データベースの活用法／泉沢久美子
  （146）2007.11
グローバリゼーション－アジ研の研究成果から／鈴木陽子
  （147）2007.12

●その他

《セミナー報告》
成長するアフリカ－日本と中国の視点／武内進一
  （147）2007.12

アジア各国・地域 経済統計（2001 ～ 2006 年 8 月）
 ／図書館資料サービス課 （136）2007.1
アジア各国・地域 経済統計（2001 ～ 2006 年 9 月）
 ／図書館資料サービス課 （137）2007.2
アジア各国・地域 経済統計（2001 ～ 2006 年 10 月）
 ／図書館資料サービス課 （138）2007.3
アジア各国・地域 経済統計（2001 ～ 2006 年 11 月）
 ／図書館資料サービス課 （139）2007.4
アジア各国・地域 経済統計（2002 ～ 2006 年 12 月）
 ／図書館資料サービス課 （140）2007.5
アジア各国・地域 経済統計（2002 ～ 2007 年 1 月）
 ／図書館資料サービス課 （141）2007.6
アジア各国・地域 経済統計（2002 ～ 2007 年 2 月）
 ／図書館資料サービス課 （142）2007.7
アジア各国・地域 経済統計（2002 ～ 2007 年 3 月）
 ／図書館資料サービス課 （143）2007.8
アジア各国・地域 経済統計（2002 ～ 2007 年 4 月）
 ／図書館資料サービス課 （144）2007.9
アジア各国・地域 経済統計（2002 ～ 2007 年 5 月）
 ／図書館資料サービス課 （145）2007.10
アジア各国・地域 経済統計（2002 ～ 2007 年 6 月）
 ／図書館資料サービス課 （146）2007.11
アジア各国・地域 経済統計（2002 ～ 2007 年 7 月）
 ／図書館資料サービス課 （147）2007.12
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●連載／もっとやさしい開発経済学
第 1回 開発経済学でわかること／山形辰史
  （147）2007.12

●現地リポート
香港行政長官選挙－民主化、経済、中国政治への示唆
 ／倉田徹 （141）2007.6

●フォト・エッセイ
世界遺産の島、ラム－ケニア／桜木奈央子 （136）2007.1
シナブン号で船旅－マカッサルから西パプアのソロンへ
 ／大津伸子 （137）2007.2
バナナと氷河の国・ウガンダ／船尾修 （138）2007.3
ナイルの恵みで耕す大地－エジプトの稲作
 ／大塚雅貴 （140）2007.5
マリアッチの空に－ガザで夢見る愛の逃避行
 ／大月啓介 （141）2007.6
ミャンマーの伝統芸能／兵頭千夏 （142）2007.7
サクッデイ－最後のムンタワイ族／久保真人
  （143）2007.8
パキスタンのアフガニスタン難民／今岡昌子 （144）2007.9
夢見るミュージシャンたち－ジャマイカ、モンテゴ・ベイ
／サカイトオル （145）2007.10
イェレヴァン－孤立した国、アルメニアの首都
 ／エリック・レヒシュタイナー （146）2007.11
マヤの神々－グアテマラ／小林グレイ愛子
  （147）2007.12

●カルチャー・ショック

（外国人のみた日本）
日本での「甘い」出来事
 ／バラチャンディラン・ゴビンダサミ （136）2007.1
日本見聞／張建新 （137）2007.2
日本での忘れられない体験／ジョナー・バディ・メルラ
  （138）2007.3
日本で体験した数々の失敗談／ウォングディ・デュルゲル
  （139）2007.4

円陣と音景色／鄭陸霖 （140）2007.5
築地市場の「赤い手」／金鉉樹 （141）2007.6
すばらしい日本！／マラグタス・アマンテ （142）2007.7
私の二回目の日本生活／全濟九 （143）2007.8
海外客員研究員としての来日体験／ジョン・アコパリ
  （144）2007.9
日本での様々な体験／メガ・シュクラ （145）2007.10
日本での最初の１カ月間／キンマウンソー （146）2007.11
日本人の礼儀正しさ／アピチャート・サーティッニラマイ
  （147）2007.12

（日本人のみた外国）
映画で見るアメリカの苦悩（と栄光？）／湊一樹
  （136）2007.1
嗅覚でたどる街の風景／岸真由美 （137）2007.2
インドネシアで受けた「ショック」／高橋和志
  （138）2007.3
街歩きとタバコと猫と／齋藤純 （139）2007.4
ベトナムの治安ネットワーク／高野久紀 （140）2007.5
ルールは自分に有利に変えるもの？／鈴木有理佳
  （141）2007.6
野球場（ヤグジャン）へ行こう／渡辺雄一 （142）2007.7
コピー王国のリスク管理について／水野順子 （143）2007.8
触れてはいけない話－バングラデシュのメキシコ人
 ／山形辰史 （144）2007.9
バンガロールでの学生体験／太田仁志 （145）2007.10
三つの Iと MDGs（ミレニアム開発目標）／森壮也
  （146）2007.11
衆生を喜ばす行を追って－タイ・バンコク／後閑利隆
  （147）2007.12

●ブックシェルフ

（新刊紹介）
松井和久・山神進編『一村一品運動と開発途上国－日本の
地域振興はどう伝えられたか』／松井和久 （136）2007.1
塩原俊彦著『ロシア資源産業の「内部」』／塩原俊彦
  （136）2007.1
パースック・ポンパイチット、クリス・ベーカー共著／北
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メキシコ－経済界が交渉に大きな影響力／中畑貴雄
  （147）2007.12
チリ－ FTA交渉過程と業界団体／北野浩一 （147）2007.12

●トレンド・リポート
和平合意とクレディブル・コミットメント／川中豪
  （136）2007.1
カンボジア特別法廷の始動－ 30 年前の「犯罪」をどう裁
くのか／初鹿野直美 （136）2007.1

パリ和平協定 15 年目のカンボジア－権力分有体制から人
民党一党支配体制へ／山田裕史 （136）2007.1

インドネシア銀行部門の長期再編計画－ 2010 年に向けて
 ／濱田美紀 （137）2007.2
北部ウガンダ紛争とアチョリの「伝統的」儀礼－可能性と
限界／榎本珠良 （137）2007.2

ベトナムにおける社会保険法の制定－課題となる制度設計
 ／石田暁恵 （140）2007.5
インドネシア・アチェにおける地方首長選挙－和平合意の
総仕上げと独立派出身州知事の誕生／川村晃一

  （140）2007.5
「社会主義化」宣言後のベネズエラにおける地域住民参加
－ポピュリズムと民主主義の相克／林和宏 （141）2007.6

マイクロインシュランスの可能性と問題点－ネパールの事
例を中心に／北嶋信雅 （141）2007.6

イランの核開発問題と対米関係－高まる内政・外交上の緊
張／鈴木均 （142）2007.7

ベトナムの枯葉剤被災者－紅河デルタにおける事例を通し
て／寺本実 （146）2007.11

グローバル経済の影を正視する－国連薬物犯罪事務所報告
書『人身取引－グローバル・パターン』／山田美和

  （147）2007.12
カンボジアの土地集約化－格差拡大の要因とその現状
 ／佐藤奈穂 （147）2007.12

●分析リポート
アブドゥラ政権下の政治開放－成果と限界／中村正志
  （136）2007.1
クーデタとスラユット政権－岐路に立つタイの民主主義
 ／玉田芳史・船津鶴代 （137）2007.2

韓国の医療保険－制度の沿革と問題点／石崎菜生
  （138）2007.3
インド税制改革の課題／荒木知 （139）2007.4
基盤強める胡錦涛政権－マクロ・コントロールと外交攻勢
 ／高島竜祐 （140）2007.5
中国の医療費高騰メカニズムの分析－高齢化と医療産業の
観点から／窪田道夫 （142）2007.7

マレーシア、タイ、シンガポールにおける技術的側面から
見た日系企業の動向／山崎晃 （144）2007.9

朝鮮民主主義人民共和国の国家財政構造／中川雅彦
  （145）2007.10
ベネズエラ統一社会党の結成とチャベス政権下における
「社会主義」の行方／林和宏 （146）2007.11

●連載／スラウェシ市民通信
「スラウェシ市民通信」連載にあたって／松井和久
  （138）2007.3
第 1 回 アバンダの運命のボール／アアン・マンシュール
  （138）2007.3
第 2 回 マンダール川の水汲み屋
 ／ムハンマド・リドゥワン・アリムディン （139）2007.4
第 3 回 パニコ・ビビ－海藻を縛る女性たち
 ／ルナ・ヴィドゥヤ （140）2007.5
第 4 回 マカッサル・カレボシ広場と七基の墓
 ／ニラム・インダサリ （141）2007.6
第 5 回 一発即死－トラジャの闘鶏「パラミシ」
 ／アンワル・ジンペ・ラフマン （142）2007.7
第 6 回 バワカラエン山の守り人、ダエン・マンドン
 ／アクバル・アブ・タリブ （143）2007.8
第 7 回 幼稚園入園狂騒曲
 ／ニ・ニョマン・アンナ・マルタンティ （144）2007.9
第 8 回 自分の体に剣を突き刺す－ブギスの祭司ビッスの
物語／アスフリヤント （145）2007.10

第 9 回 魚を追いかけ 6カ月間の移住生活－マカッサル海
峡を渡るパジュクカン村の漁民たち

 ／ニラム・インダサリ （146）2007.11
第 10 回 廃品回収業者のコミュニティを訪ねて
 ／マスディアナ （147）2007.12
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移行・市場経済化における法整備支援／金子由芳
  （143）2007.8
「法」と「開発」の関係－法制度改革支援は正当化される
のか／山田美和 （143）2007.8
「法と開発」研究と開発経済学の交差点－学際的研究の方
向性は？／佐藤創 （143）2007.8
法制度改革支援の倫理／ヴェロニカ・Ｌ・テイラー
  （143）2007.8
二人の先学と法整備支援の理論的諸問題／鮎京正訓
  （143）2007.8
人間の安全保障のための「法と開発」研究／佐藤安信
  （143）2007.8
「法と開発」研究におけるエスニシティ試論－チュア論文
を題材に／初鹿野直美 （143）2007.8
「法と開発」研究における障害者問題／小林昌之
  （143）2007.8
日本発「開発法学」の理論構築の試み／松尾弘
  （143）2007.8

《アジア通貨危機から10年》
特集にあたって－通貨危機後 10 年でマクロ経済はどう変
わったか？／國宗浩三 （144）2007.9
アジア地域金融協力の取り組み／中川利香 （144）2007.9
韓国－失われた方向感と危機再来への懸念／奥田聡
  （144）2007.9
タイ－金融制度改革の進展と「市場との対話」／東茂樹
  （144）2007.9
マレーシア－マハティールの孤独な闘い／熊谷聡
  （144）2007.9
インドネシア－変化を積み重ねた 10 年間／濱田美紀
  （144）2007.9

《アジアにおける3R−廃棄物減量化に向けて》
特集にあたって－アジアにおける 3R／小島道一
  （145）2007.10
韓国における 3R－「事業場廃棄物減量化制度」を中心に
／鄭城尤 （145）2007.10
中国における廃車リサイクル／平岩幸弘 （145）2007.10
台湾におけるリサイクル産業の発展とリサイクル制度

 ／寺尾忠能 （145）2007.10
ベトナム・ハノイ近郊のリサイクル村／坂田正三
  （145）2007.10
タイにおける製造業に対する税制優遇制度とリサイクル
 ／佐々木創 （145）2007.10
フィリピンの固形廃棄物エコ管理法と資源回収拠点
 ／小島道一 （145）2007.10
シンガポールの廃棄物政策とインセンティブ構造
 ／道田悦代 （145）2007.10
バングラデシュ・チッタゴンの有価廃棄物回収児童「トカ
イ」－そのイメージとリアリティ／三宅博之

  （145）2007.10

《開発途上国における金融的脆弱性》
特集にあたって̶開発途上国における金融的脆弱性
 ／三尾寿幸 （146）2007.11
銀行危機の理論－開発途上国の経験から／三尾寿幸
  （146）2007.11
クルーグマン「第三世代」モデルの再検討／石原秀彦
  （146）2007.11
外貨建て債務と企業行動／古屋核 （146）2007.11
金融通貨政策の政治経済学と中央銀行のバランスシート
 ／熊倉正修 （146）2007.11
1990 年代インドネシアにおける金融危機の原因と経済政
策の問題点／小松正昭 （146）2007.11

《発展途上国の FTA》
特集にあたって　発展途上国の FTA交渉－日本との EPA

交渉過程を事例に／東茂樹 （147）2007.12
ASEAN－アジアにおける FTA網の中核／東茂樹
  （147）2007.12
タイ－官僚主導の交渉から説明責任の重視へ／東茂樹
  （147）2007.12
フィリピン－署名するも批准に手間取る日比 EPA

 ／鈴木有理佳 （147）2007.12
マレーシア－ FTAと自動車政策の転換／穴沢眞
  （147）2007.12
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料から／永原陽子 （138）2007.3
愛知大学の中国関係コレクション－大学図書館の礎「霞山
文庫」を中心として／桂三幸 （138）2007.3

国立国会図書館関西館アジア情報室のコレクション
 ／石川武敏 （138）2007.3
みんぱく図書室・アジア関係コレクション－国立民族学博
物館、所蔵資料の共同利用を推進／稲葉洋子

  （138）2007.3
京都大学東南アジア研究所図書室／北村由美 （138）2007.3
山口大学東亜経済研究所所蔵資料／大林洋五 （138）2007.3

《ターリバーン敗走から6年目のアフガニスタン》
特集にあたって／鈴木均 （139）2007.4
アフガニスタンの対周辺国関係／鈴木均 （139）2007.4
「緩衝国家」としてのアフガニスタン／清水学
  （139）2007.4
アフガニスタン・パキスタン葛藤の根源／深町宏樹
  （139）2007.4
厳しいアフガニスタン情勢とパキスタンとの関係悪化
 ／柴田和重 （139）2007.4
勢力再編の中のアフガニスタン／大西圓 （139）2007.4
イランの外交政策形成とアフガン問題の相互作用
 ／田中浩一郎 （139）2007.4
アフガニスタンの教育支援－僻地での初の女子校建設
 ／北原聡子 （139）2007.4

《国際シンポジウム−躍進するBRICs  虚像と実
像》
特集にあたって／星野妙子 （140）2007.5
基調講演 開発途上国における企業の国籍－不完全市場で
は、誰が誰を追い出すことになるのか？

 ／アリス・Ｈ・アムスデン （140）2007.5
基調講演 ダンス・ウィズ・ジャイアンツ－中国・インド
の輸出拡大との共存／ウィリアム・ジョン・マーティン

  （140）2007.5
中国経済成長の鍵－コンセンサスを求めて／張軍
  （140）2007.5
インドの経済改革と構造変化／ムラリ・パティバンドラ
  （140）2007.5

ロシアは新たな経済大国となるか？－展望と課題
 ／エフゲニー・ヤーシン （140）2007.5
長く曲がりくねった道－産業大国ブラジルの軌跡
 ／ジョアン・カルロス・フェラス （140）2007.5
パネルディスカッション （140）2007.5

《東アジア FTAの進捗と日中貿易自由化の行方》
特集にあたって－東アジア FTAと日中貿易／玉村千治
  （141）2007.6
主要産業にみる日中間の競合と補完／石川幸一・箱崎大
  （141）2007.6
中国の FTA戦略と海外直接投資／大西康雄 （141）2007.6
中国のWTO約束履行状況／佐藤公美子 （141）2007.6
日中 FTAの効果分析／岡本信広 （141）2007.6
東アジアにおける FTAの動向／二村泰弘 （141）2007.6

《途上国の首都機能移転》
特集にあたって／吉田栄一 （142）2007.7
韓国の首都移転計画と国内論争－行政首都建設から行政都
市「世

セ

宗
ジョン

」へ／渡辺雄一 （142）2007.7
マレーシアの壮大な国家目標を体現する新行政首都プトラ
ジャヤ／瀬田史彦 （142）2007.7

ミャンマー軍政の「王都」、ネーピードー／工藤年博
  （142）2007.7
カザフスタンにおける首都移転－「処女地の町」から首

アスタナ

都
への変貌／岡奈津子 （142）2007.7

開発と格差を象徴する近代的首都ブラジリア／近田亮平
  （142）2007.7
ナイジェリアの首都移転－人工都市アブジャをめぐる試練
 ／望月克哉 （142）2007.7
コートジボワール二都物語－アビジャンとヤムスクロ
 ／原口武彦 （142）2007.7
タンザニアとマラウイにおける首都移転の成果－地域間平
等という見果てぬ夢／吉田栄一 （142）2007.7

《「法と開発」研究−途上国問題への新たな学問的
貢献》
特集にあたって－なぜ今日「法と開発」研究なのか
 ／山田美和・佐藤創 （143）2007.8
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●巻頭エッセイ
北京の二つの会議／佐藤宏 （136）2007.1
こんにちは生活領域／中谷健太郎 （137）2007.2
豊穣の貧困か／小島麗逸 （138）2007.3
写真のなかの 1930 年代アフガニスタン／加藤博
  （139）2007.4
BRICsの成長－世界の多様性の増大へ／藤田昌久
  （140）2007.5
目前の課題となった日中 FTA交渉／木村福成
  （141）2007.6
道州制と「小さな首都」移転を結合した新戦略を
 ／矢田俊文 （142）2007.7
「開発法学」事始／安田信之 （143）2007.8
アジア通貨危機の教訓／小浜裕久 （144）2007.9
循環型社会の日中比較／吉田文和 （145）2007.10
開発途上国の通貨危機と経済理論の発展／藤田昌久
  （146）2007.11
急増する FTAの研究課題／浦田秀次郎 （147）2007.12

●特集

《開発の中で「格差」を考える》
特集にあたって／野上裕生 （136）2007.1
所得格差－新しいアプローチによる実証分析／湊一樹
  （136）2007.1
格差と再分配に関する政治経済学の研究動向／小林誉明
  （136）2007.1
開発経済学と「格差の限界」／野上裕生 （136）2007.1
韓国－経済危機後の二極化現象／奥田聡 （136）2007.1
フィリピン－格差を助長する格差社会／鈴木有理佳
  （136）2007.1
マレーシアは格差社会か－異例のマジョリティー優遇政策
の帰結／熊谷聡 （136）2007.1

《一村一品運動と開発途上国》
特集にあたって／松井和久 （137）2007.2

一村一品運動が育んだ地域資源を利用する人としくみ
 ／西川芳昭 （137）2007.2
農産物直売所が農村を活性化する－大分県の村おこし事例
から／猪爪範子 （137）2007.2

大分県の焼酎産業と一村一品運動／吉田健太郎
  （137）2007.2
農協を中心とした地域振興－大分県大山町農協と下郷農協
の事例／原島梓 （137）2007.2

タイにおける地域振興策としての OTOPプロジェクト
 ／藤岡理香 （137）2007.2
インドネシアと一村一品運動－導入の機は熟したか
 ／松井和久 （137）2007.2
モンゴルの一村一品運動の展開と地方開発の課題
 ／井草邦雄 （137）2007.2
マラウイにおける一村一品運動の導入とプロトタイプとし
ての役割／吉田栄一 （137）2007.2

研修を通じて一村一品運動をどう伝えていくのか／宗像朗
  （137）2007.2

アジア地域関連コレクション−わが国主要図書館
の所蔵資料から
特集にあたって／東川繁 （138）2007.3
アジア経済研究所図書館のコレクション
 ／狩野修二・伊藤えりか・石井美千子・東川繁
  （138）2007.3
北海道大学附属図書館およびスラブ研究センター図書室の
ロシア地図コレクション／兎内勇津流 （138）2007.3

東洋文化研究所図書室／池本幸生 （138）2007.3
東洋文庫のアジア関連コレクション／中善寺慎
  （138）2007.3
上智大学アジア文化研究所図書室
 ／川島緑・赤堀雅幸・寺田勇文 （138）2007.3
アジア太平洋に出会えるライブラリー／大塚真子
  （138）2007.3
農林水産政策研究所の東アジア・東南アジアコレクション
 ／田丸政男 （138）2007.3
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所の所蔵資

『アジ研ワールド・トレンド』
2007 年 1 月〜 12 月
記事総目録
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—アフリカ熱帯アート—
「農婦の常識、カメレオンの世界」（アクリル）
アーティスト　ジョセフ・カトゥーン（ケニア・ナイロビ）

作家所蔵、作家撮影

カトゥーンはしばしば村の出来事をコミカルに描く。
この作品について、カトゥーンは「作業中の農婦が、カメレオン

が自分の背中にいるのを見つけ、驚く様子を描きました。これは、
常識では考えられないことに備えなさいという意味です」と、ナイ
ロビ郊外のスタジオで語った。

本誌は古紙100％の再生紙を使用しております。
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